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荷重配分の差異による剣道打撃時の荷重変化
目的
剣道打撃は、右足前で左足踏み切りによる動作
が一般的である しかし、例外として上段の場合
は、左足前で右足踏み切りの人が多い本研究に
おいては、左右の足の荷田配分の異なる渭えから
動作を起こした場合の、左右の足圧変化及び全身
反応時間と、打尊動作（正面、小手、胴）の違い
に差異が認められるか比較検討した。
実験方法
被験者は、順天堂大学剣追部員 4 名、段位は 3
~4段、平均身艮 1 7 0. 7 cm、平均体五6 2.7 切、
平均年令 2 2.1 オ、剣辺経験は 8~1 0年である。
測定方法は、自作荷直計、加速度計、反応合図
計をそれぞれストレンアンプにつなぎ、ストレン
アンプより屯磁オシログラフに記録させた。
対象動作、任．は（各人の最も打撃しやすい荷ill
配分）、前足荷田（意益的に前足に荷団を掛けた
場合）、後足荷煎（意滋的に後足に荷瓜を掛けた
場合。 ）
分析方法は、各人の 3 回の荷重配分の平均をパ
ーセントで出した（表 2) 。また、右足花地時足
圧及び左足踏み切り足圧の平均を切で出した。
結果と考察
及 1 の全身反応時間と荷重変化に於いて、小手
打撃動作は前足荷頂の場合の平抱が0.7 3秒と棗
も早い。これは、小手が打撃部位において一番前
にあり一足一刀の間合から小技で打撃できるから
である。また、一番遅い打撃動作は後足荷巫の胴
打の 1.0 8秒である。胴打の場合には、竹刀が曲
線的運動をし体をさばくため一般的に面や小手よ
りも遅くなる。
及 2 の荷玉配分について、任意な荷重配分とは、
敏捷にタイミングよく目的の動作を能率的に力強
く行うことのできる姿勢である。しかし、その時
の個重配分は両足平均であると思われていたが、
本研究の任意の荷項配分においては、できるだけ
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早く打撃させた場合に、面、小手、胴ともにやや
後足荷重である。これはJx. 2 の荷堕配分の任意の
伯より明らかである。任意の止面打撃の荷重平均
は左足 5 0.7%、石足 4 9.3%、小手のW均は左
衰 1 全身反応時間 (sec)
任 意 前足荷頂 後足荷項
A 0.81 0.7 2 0.81 
正面 8 0.90 0.82 0.7 4 
C 0.9 9 1.11 1.2 3 
D 0.9 5 0.9 3 0.93 
平均 0.9 0 0.9 0 0.94 
A 0.7 6 0.7 0 0.9 0 
小手 8 0.6 8 0.6 0 0.82 
C 0.9 4 0.9 0 1.13 
D 081 0.7 0 0.81 
平均 0.8 0 0.7 3 0.92 
A 0.9 4 0.91 1.07 
胴 B 0.81 0.7 8 0.84 
C 1.08 1.09 1.3 4 
D 0.9 7 0.99 1.08 
平均 0.9 5 0.9 4 1.08 
表 2 荷重配分（％）
任 意 前足荷爪 後足荷直
L R L R L R 
A 54.3 4 5.7 4 2.3 57.7 7 7.9 22.l 
正面 B 4 7.6 5 2.4 33.9 66.1 4 9.7 50.3 
C 4 4.7 55.3 3 6.1 63.9 7 2.1 2 7.9 
D 56.2 43.8 56.0 4 4.0 6 4.9 35.1 
平均 5 0.7 493 4 2.1 57.9 6 6.4 33.6 
A 5 3.8 4 6.2 4 3.5 56.5 60.2 39.8 
小手 B 50.7 49.3 4 3.5 56.5 60.2 39.8 
C 5 1.3 4 8.7 36.3 63.7 7 0.0 30.0 
D 56.2 4 3.8 52.2 4 7.8 61.6 3 8.4 
平均 53.1 46.9 4 3.9 56.1 6 7.3 32.7 
A 54.9 4 5.1 45.6 54.4 7 3.8 2 6.2 
胴 B 4 8.0 52.0 37.7 62.3 6 5.6 34.4 
C 4 7l 52.9 42.5 57.5 7 7.7 2 2.3 
D 5 5.7 44.3 4 4.9 55.1 5 9.7 4 0.3 
平均 51.5 4 8.5 42.9 57.1 69.6 30.4 
術頂配分の差}'{:ICよる剣辺打撃時の荷重変化について
足 5 3.1%、右足 4 9.9%、胴の平均は左足 51.5 
％、右足4 8.5％というように後足荷咽である。
また、及 2の前足荷頂の場合、正面の平均は左足
4 2.1%、右足 57.9%、小手の平均は左足 43.9 
％、右足 5 6.1%、胴の平均は左足 4 2.9%、右
足 5 7.1 ％である。また後足佃玉の打繋動作にお
いては、正面の平均は左足 6 6.4%、右足 3 3.6 
％、小手の•ヽ此均は左足 6 7.3%、右足 3 2.7% 、
胆の平均は左足 6 9.6%、石足 3 0.4 ％である。
図A-1 、図A- 2 、図A- 3 は、正面打らの
荷r波化をあらわしたものである。 L は左足、凡
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は床を離れるまで、凡は行地してからの（而頂変化
をあらわす。図A-1 の任意の場合においては
( L 、 R1) とも、あまり差はないがやや左足に、
図A-2は前足荷弔であるため Lに、図A- 3 は
後足後足荷瓜であるため LIこ大きく荷爪している
のがわかる。図A- 2 と図A- 3の L と凡のぶi煎
仙の沌は、前足荷煎よりも後足絣玉の方がより大
きい。このことは後足荷重が容易であるというこ
とであろう。
スポーツ運動の場合、腰の拗きがきわめて爪要
であり、腰を中心に行うことが能率的である。ま
た、身体移動の場合はill心を踏み切り足で押しや
すい位円にあることが五要である。したがって剣
姐打撃時の坐合左足踏み切りであるため、当9A1:i.
足荷爪が大きくなるであろう。
表 3 の右足71地時足Fl.Iこついては、正面打撃の
値が一番人きく出ている。任意の斗均は4 0 6 切、
前足｛打頂の平均は 4 0 8 切、後足荷爪の平均は
3 9 8 切である。この(liは図A-1 、図A- 2 、
図A- 3 のR2から各人 3回の打繋の(uiを平均した
ものである。 t.E面打が一番大きい値であることは、
打撃部位胴よりも科い所にあり、また小手より迪
くにあるため、左足による）J強い踏み切りによる
玉心の移動がなければならない。この結果K4 の
左足踏み切り圧足では正面打繋の止ーが最人になっ
ている。紋大出力によって押し出された身体をパ
ランスを崩さず、片足で身体を受け止めるには最
大の力が必要になる。
表3 右足着地時の足圧（切）
“ 
4l` {` •Ol 
TI ME (uel “ 
任 意 前足荷屯 後足倫爪
A 483 479 354 
正面 B 4 4 1 403 446 
C 399 397 426 
D 299 350 368 
平均 406 408 39 8 
A 368 480 30 3 
小手 B 264 284 27 0 
C 4 58 430 428 
D 331 288 320 
平均 355 370 330 
A 346 3 55 325 
胴 B 271 303 304 
C 432 393 529 
D 216 3 72 382 
平均 316 355 385 
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表 4 の左足踏み切り足圧については、正面任意
の平均は 1 2 4 切、前足荷咀の平均は 1 2 7 切、
後足荷屯の平均は 1 2 5切。小手任意の平均は
1 0 8k9、前足荷煎の平均は 1 0 6 切、後足荷頂
の平均は 1 0 3切、胴任意の平均は 1 1 5 切、前
足荷直の平均は 1 1 6 切、後足荷墜の平均は112
切という結果である。この結果より正面打が一番
大きい値であろ。これは、 Ij司渭司より正面は高く
遠い位間にあり、身体移動をするために押し出し
荷重が必要になるため、正面打に対する左足荷頂
が大きくなった。
小手の場合、正面と同じような阻線的な動きで
あるが、打撃部位として一番近い所にあり小技で
打撃できるため、左足の踏み出し荷重は正面打撃
よりも必要としない。
胴の場合、正面と同じ距離にある打撃部位であ
るが、竹刀が正面打の直線的な動きに対して曲線
的な動きで、あまり飛び込まないで体をさばける
為、左足踏み切り 1王足は正面打よりも必要としな
しヽ。
表4 左足踏み切リ足圧 （切）
任 意 前足荷重 後足荷重
A 152 160 157 
正面 B 95 109 106 
C 145 128 126 
D 105 110 110 
平均 124 127 125 
A 1 4 1 125 152 
小手 B 91 102 79 
C 110 llO 103 
D 89 87 80 
平均 108 106 103 
A 135 128 136 
B 95 106 89 胴
C 126 122 1 1 8 
D 104 107 106 
平均 ll5 116 11 2 
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まとめ
及 2 • 3 • 4 とも数字的値の述いは出ています
が、分酌分析をした結果、統計学的 F験査では有
意的差はみとめられなかった。しかし、打撃動作
の違いには 5 ％水準での有意性がみとめられ、打
撃動作においては小手打撃動作がもっとも早く、
胴打撃動作がもっとも遅いことがわかった。
また本研究を通し、あまり有意性がみとめられ
なかった。これは被験者を経験者だけ 4 名であっ
たため値があまり変化しなかったのではないかと
思われる。今後は、未経験者も何人か加えもっと
広い範囲からみていきたい。
